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実習報告（基盤教育実習） 
 
発達段階をふまえた幼小接続の在り方を探る 
－第 1 学年から学びの連続性を考える－ 
 
古閑美保子（子ども支援探究コース） 
 
【探究実習のテーマと設定の理由】 
 私は，大学院 2 年間を通した研究テーマ「発達段階をふまえた幼小接続の在り方について」という
ことをふまえ，今回の実習では，小学校における幼小接続での取り組みを中心に，発達段階をふまえ
た授業の在り方を探ることにした。大学では，小学校教育と共に幼児教育についても学んできた。そ
の中で，小 1 プロブレムが社会的な課題となっていることや，幼児教育と小学校教育では，連携の必
要性は感じていながらも接続における問題があることを知った。そこから，現在どのような幼小接続
が行われているのかということ，幼小接続を効果的に進めるための方法，佐賀県でどのような取り組
みが行われているのか等を知り，発達段階をふまえた幼小接続の在り方について探究したいと考える。
特に，「遊び」を中心に行われる幼児教育での「学びの芽生え」を，小学校での「学び」にどのように
して教師は発展させていくべきかについて考えていきたい。 
 
【探究実習の研究目標】 
〇 佐賀市が取り組んでいる幼小連携のための「えがお わくわく」プログラムを参考にしながら，
実際の子どもたちの「児童期の学び」をみていく。 
〇 幼児期に，どのような「遊び」が行われているのかをまとめ「学びの芽生え」について探究する。 
〇 幼児期と児童期の学びの連続性をまとめ，円滑な幼小接続を児童期の視点から考えていく。 
 
【探究実習の概要】 
実習校のＸ小学校には，Ｙ幼稚園が隣接しており，幼小連携に関しては，学校行事や生活科の授業
において定期的に交流がはかられている。 
 実習では，第 1 学年 3 学級のうち，1 つの学級を中心に関わった。登下校前後や休み時間等の子ど
もたちの様子の観察，授業中の子どもの状況に合わせた支援が主であった。適宜，他の 2 学級にも入
り，授業のサポートを行いながら，第 1学年全ての子どもたちと関わることができた。  
 
【探究実習の成果と課題】 
〇成果 
実習で，幼児期の「学びの芽生え」が「児童期の学び」とどのように関連しているのか，という視
点を持ち授業をみていると，連続した子どもの学びとして効果的に働いていると実感できる場面があ
った。その中の 3 つを例に挙げる。 
（事例 1）生活科：「幼児期の学び」を学習に生かす 
生活科の時間に，近隣の公園で「秋をみつける」学習があった。子どもたちはポケット植物図鑑を
持参して公園をまわり，様々な色や形の枯葉やどんぐりに興味を示していた。その中，花の名前をよ
く知るＡ児と，その様子をみているＢ児がいた。なぜ多くの花の名前を知っているのか尋ねると，Ａ
児は草花が好きで，通っていた園で，先生とよく観察していたということだった。Ａ児は，幼児期に
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遊びながら学んでいたことを，生活科の授業で「Ｂ児と共有する」「図鑑を使い再確認する」ことによ
り，児童期の学びにつなげていくことができていると感じた。 
 幼児期の学びを生かしながら，学習の学びにつながる場に実際にふれて，この時期における生活科
の意義を感じた。生活科が小学校生活を知るだけというような恒例行事になってしまうことや，幼児
期のような活動にするということではなく，子どもの内面に合わせた授業づくりを行っていきたいと
考えた。 
（事例 2）国語：「集まる場」を生かす 
 国語の時間，教室内の机と椅子を端に寄せ「集まる場」を教師が作ってから授業を行う場面があっ
た。子どもたちは，1 人ずつ前で発表する時も，発表者と聞く側の距離が適度に近く，「皆が聞いてく
れている」という安心感をもちながら発表することができたのではないかと感じた。「集まる場」を作
ることで子どもたちが安心して学習に取り組めるということは，幼児期に「集まる場が安心できる空
間であった」という経験が必要である。「集まる場」を組み込んだ学習形態は，幼児教育のよさと，学
習を上手く組み合わせた学習形態であると実感した。また，幼児期と児童期どちらにおいても学習に
おける「環境設定」の大切さも理解した。 
（事例 3）図画工作：「遊びの要素」を生かす 
図画工作の時間は，子どもたちがいつも以上に楽しく取り組んでいるように感じた。単元の初めに
「素材について考える」という時間があり，個人で素材について考え，全体で共有する。制作は 2 時
間連続で取り組めるため，子どもたちは時間に余裕をもち没頭していた。多くの子どもは，手先が器
用になってできることが増えたり，他者の気づきを自分の制作に生かしたりすることができており，
「発達」の様子を感じることができた。 
○考察 
今回取り上げた教科と単元に限らず，幼児期の学びや学習形態を児童期とつなげることは，どの授
業においても取り入れることが可能であると考える。園と学校がお互いの「学び」の様子を知った上
で，子どもの発達段階をふまえた授業の工夫や環境設定を行うことが，学習をより発展させることに
つながることを学んだ。 
さらに，第 1 学年の教室に入っていると，楽しい授業を進めるためには，まずは子どもが「話を聞
く姿勢をつくる」，「授業を受ける準備をする」ことなどに対する指導や支援が必要である。接続期に
あたる授業の時間において，基本的な学習習慣を身に付けることは，小学校６年間の学びに関連し，
子どもたちの自立に向けても必要になると考える。 
〇課題 
幼小接続では両者の交流も大切であるが，子どもたちの幼児期と児童期，それぞれの「学び」につ
いて知る必要があると考える。今回は，小学校の授業の中での支援の在り方や，全ての子どもが授業
に積極的に取り組むための支援の大切さを感じることができた。しかし，幼児期の学びは見ることが
できていないため，両者それぞれの目線に立って考え，接続についてまとめる必要がある。 
第 1 学年の授業に参加しながら，幼小接続を考えていく中で，子どもたちそれぞれが抱える困難も
異なることを知り，個別の支援が必要となる子どもの接続期についても知る必要があると感じた。ま
た，指導案づくりや教材開発を行うことにも力を入れていきたい。さらに，今回の経験をふまえて，
子どもたちが「こんなことができるようになる」ためには，「どのような支援をしていかなければなら
ないのか」ということについて考えていく必要がある。幼児期と児童期の相互の視点に立つことを忘
れず実習に取り組み，今後も「学びの連続性」について考えていきたい。 
